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① 基本的な方針 

 橋梁定期点検要領に基づき定期的な点検を実施して橋梁の早期損傷把握に努め、各橋梁に対しての

規模、条件により効率的かつ効果的な維持管理の実現を目指すとともに、コスト縮減につなげていき

ます。 

 コスト縮減対策として、長期的な視野を踏また予防保全型の維持管理を実施するため、ライフサイ

クルコスト（LCC）を踏まえて計画的な修繕を推進していきます。 

 金ケ崎町における平均的な橋梁１橋を抽出して費用対効果を算出した場合、約 2億 5千万の経費縮

減が見込まれます。このことから、金ケ崎町における対象橋梁 175橋における効果とした場合、437.5

億円の経費削減が見込まれます。 

 

 

 

 

① 短期的な数値目標 

 今後の維持管理・更新費の増加や将来の人口減少が見込まれる中、老朽化が進行する道路施設に対

応するため、新技術等の活用を促進するとともに、維持管理コストの縮減を図る必要があることから、

「道路メンテナンス事業補助制度要綱の改正について（通知）」（令和３年３月３０日付け国道メ企第

３０号国土交通省道路局長通知。）に通知を受けたことから、新技術等の活用検討及び要綱に基づき

長寿命化修繕計画（個別施設計画）に記載することが必須となっている。 

 このことから要綱の改正を受け、現行の個別施設計画に新たに以下の内容を追加する。 

 

〇新技術の活用方針 

 １巡目及び２巡目の点検方法を踏まえ、定期点検の効率化に向けた取り組みとして「点検支援

技術カタログ」に掲載する新技術の活用を積極的に検討します。併せて、修繕設計及び修繕工事

おいて「新技術情報提供システム（ＮＥＴＩＳ）」に掲載する新技術を参考に積極的な活用を検討

し、費用の縮減を目指します。 

 

〇費用の縮減 

 溝橋等の構造が単純な橋梁においては、点検技術及び簡易的な補修の取得に努め、直営での作

業を行うことを検討し、点検費用及び補修費用のを縮減を推進します。 

 

〇集約化・撤去 

 利用頻度の考慮や地元住民の意向を踏まえながら、次期計画の期間である 2023～2028年の期間

において集約化による橋梁撤去または単純撤去を検討します。 

 

3、橋梁の長寿命化に係る費用の縮減に関する基本的な方針 

 

4、短期的な目標 

 


